PDPにおける自己消去放電と壁電荷蓄積への影響に関する研究 by 利根 正純
                       修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
 
大学院 電気通信学研究科  博士前期課程  電子工学専攻 
 






























り、より低い蓄積用パルス電圧で微弱放電が発生する。   
蓄積用パルス電圧を放電開始電圧より高くすると、壁電荷蓄積用パルス
終了直後の放電が強まる。放電開始電圧より30V程度高くなると、放電セ
ル内の壁電荷が完全に消去される自己消去放電が発生する。  
蓄積用パルス電圧が放電開始電圧に近づくと、壁電荷蓄積用パルス終了
直後に微弱放電が発生するが、壁電圧は最大になる。蓄積した壁電荷と走
査電圧パルス、データ電圧パルスで駆動が可能となる。  
例えばXe20%パネルの場合、蓄積用パルス電圧340V、蓄積用パルス幅
10sとしたとき、アドレス電圧150V(走査電圧80V、データ電圧70V)で安定
動作した。  
 
 
